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1.代表紹介
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澤田 充 (Mitsuru SAWADA)

街づくりや街ブランディングを業務とする株式会社ケイオス代表。株式会社リクルートを経て、独立。 都市再生に関するアドバイザー、街づくり、社会動向・マーケット、食文化、ファッション業界、コミュニティなどの分野に関する連載コラム執筆、地方自治体や民間企業での講演、ラジオのコメンテーターとしての活動も多い。また、テレビ東京「ガイアの夜明け」、NHKほか民放の特集等で取り上げられるなど、テレビ・ラジオ・雑誌・新聞で幅広く活躍している。

主な実績として、大阪中心ビジネスエリア再生プロジェクト「淀屋橋WEST」、丸の内商業施設「新丸の内ビルディング」旧東京中央郵便局の局舎を残しながら開発した商業施設「KITTE丸の内」、大阪梅田関西最大複合施設「グランフロント大阪ショップ&レストラン」、大人の遊び場「UMEKITA FLOOR」、奈良吉野葛テーマ館「吉野本葛天極堂奈良本店」、曳家工法活用の「グランサンクタス淀屋橋」、築100年の木造長屋リノべーション「北浜長屋」、東京有楽町「浪花のええもんうまいもん 大阪百貨店」、413軒食べ歩きドラマになった「なんばこめじるし」、東京丸の内東京ビルディング・商業ゾーン「トキア」、近代建築活性化「ダイビル・クリエイティブ・スクエア」、京阪電気鉄道「中之島線4つの新駅プロデュース」、大阪で一番オモロナールビル「なんばグランド花月」、若手料理人独立開業支援プロジェクト「チャレンジキッチン」、品川御殿山「カンテサンス移転プロジェクト」、世界一予約の取れないレストランといわれたコペンハーゲンの「NOMA」東京進出プロデュース、世界初の空港内ワイナリー「大阪エアポートワイナリー」などのプロデュース及び、企画コンサルティング等に携わる。



【委員等】

北船場茶論プロデューサー

淀屋橋WESTプロデューサー

北船場くらぶ代表

生きた建築ミュージアム推進会議 有識者会議 委員（大阪市）

チャレンジキッチンプロデューサー

大阪府市都市魅力戦略推進会議委員

食創造都市大阪推進機構プロデューサー

大阪中之島美術館PFI検討有識者委員

大阪・光の饗宴広報プロモーション等業務

OSAKA光のルネサンス管理運営等業務事業者審査会審査委員

ナイトカルチャーの発掘・創出にかかる検討会専門部会

船場げんきの会副代表世話人

御堂筋まちづくりネットワークにぎわい創出部会コーディネーター

船場地区HOPEゾーン協議会理事

「大阪産（もん）名品」選定委員

大阪商工会議所流通活性化委員

（一社）TOKYO FOOD INSTITUTE 理事

（一社）食の拠点推進機構　常務理事



【主な実績】

大阪中心ビジネスエリア再生プロジェクト「淀屋橋WEST」、都心再開発 兼 街ブランドプロジェクト「淀屋橋odona」、大阪梅田関西最大複合施設「グランフロント大阪ショップ&レストラン」、大人の遊び場「UMEKITA FLOOR」、旧東京中央郵便局「KITTE」、行列のできる御堂筋の水曜名物ファーマーズマーケット「odona×大阪マルシェ ほんまもん」、街イベント「北船場茶論」、御堂筋"上質なにぎわい"可視化プロジェクト「御堂筋上質スタイル 御堂筋ピクニック」、大阪梅田都心型商業施設「イーマ」、東京丸の内東京ビルディング・商業ゾーン「トキア」、東京丸の内「新丸の内ビルディング建替えプロジェクト」、ローマのミシュランガイド3つ星シェフ ハインツ・ベック氏プロデュースのふたつのレストランを擁する「日本生命丸の内ガーデンタワー」、水都大阪の新しいランドマーク「中之島LOVE CENTRAL」、東京丸の内「パレスホテル東京」、近代建築活性化「ダイビル・クリエイティブ・スクエア」、東京有楽町「浪花のええもんうまいもん 大阪百貨店」、大阪の核・御堂筋のランドマーク「本町ガーデンシティ」、高級レジデンスと商業のコンプレックス「The Kitahama PLAZA」、ホテルと商業のコンプレックス「ホテルユニゾ大阪淀屋橋」、北船場ヘリテイジ「グランサンクタス淀屋橋」、大阪富国生命ビル商業ゾーン「フコクフォレストスクエア」、京阪電気鉄道「中之島線４つの新駅プロデュース」、若手料理人独立開業支援プロジェクト「チャレンジキッチン丸の内 2014」「鰻谷チャレンジキッチン」、南海電鉄高架下活性化プロジェクト「なんばこめじるし」、大阪淀屋橋WESTにアジア初出店となる「Belgian Beer Cafe BARREL(バレル)」、髙島屋大阪店レストランフロア「なんばダイニングメゾン」、大阪で一番オモロナールビル「なんばグランド花月」、都心型ターミナルSCの再創造「なんばCITYリニューアル」、銀座並木通り「ウォルフォードビル」及びそのリニューアル、銀座「銀座トレシャス」、品川御殿山「カンテサンス移転プロジェクト」、奈良吉野葛テーマ館｢天極堂本店｣などのプロデュース及び企画コンサルティング、神戸居留地地区集合住宅の企画、神戸市再開発地区における街づくりの企画及び住宅分譲計画などに携わる。 

        

    




            
        

        

            
                	① 1軒のテナント探しが始まり
	
	② いつかは一国一城の主に
	
	③ 知らなかった開発のセオリー
	
	④ イーマのテナント集めに苦労
	
	⑤ 「くだりもの」にこだわって
	
	⑥ 始まりはカラオケボックス
	
	⑦ 「虎キチ」からスプリンターに
	
	⑧ 100メートルにこだわり、成績伸びず
	
	⑨ 課長を懸賞論文で見返す
	
	⑩ インテリジェントビルで勝負
	
	⑪ 経理課長昇進も知識なく苦労
	
	⑫ ポジティブ&シンプルに
	

            


            

                
                    



            
                2.代表インタビュー
① 1軒のテナント探しが始まり（2007年）
大阪の梅田や淀屋橋、東京の丸の内などで斬新な手法で街づくりや商業施設開発に取り組み、注目を集めているケイオス社長の澤田充さん。その原点は陸上選手としてならした大学時代や、リクルートでの会社員生活にあった。大阪と東京を行き来する「街づくりプロデューサー」にこれまでの道のりを語ってもらった。(聞き手 佐藤安律)

―――オフィスビルが立ち並ぶ大阪・淀屋橋にレストランやブティックなどを集め、大人が楽しめる街をつくる「淀屋橋WEST」。澤田さんにとってはライフワークだそうですね

澤田：7月27日に新たに中華料理店がオープンしました。テレビの「料理の鉄人」に出たこともある香港の有名シェフの店です。これで飲食店は10軒になりました。どこも繁盛していますよ。来年春には、小学校跡地にオフィスとファッションの店舗を中心とした大型ビルが誕生します。

――――淀屋橋WESTをどんな街にしようと

澤田：淀屋橋は大阪の代表的なビジネス街ですが、夜になると人が歩いていない。ビジネス機能に偏っていて、仕事が終わればすぐ帰ってしまうような街でした。街づくりに取り組むきっかけは、平成14年8月に住友商事から「所有するビルの1階が空いたので、後継のテナントを見つけてほしい」と依頼されたことでした。しかし、テナントを誘致するためにも、人が集まり、楽しめるような街にしたいと考えたんです。

―――1軒のテナント探しが始まりなのですか

澤田：そう。街づくりというのはこちらが勝手にやりだしたことなんです。1軒でもテナントを呼ぶのはなかなか難しい。「街づくりをいっしょにやりましょう」というのは店を誘致するための方法論だったんです。そのうち、こちらも本気になり、そういうことができると面白いなぁと思うようになりました。

―――声をかけたのはスペイン料理レストラン

澤田：この近くに午前1時や2時でもお客さんがたくさんいて繁盛しているスペイン料理レストランがあった。そこに僕が行き、「質が高くて値段も手ごろで、お客さんに自分の店と思ってもらえるような店を集めたい」と話したら、オーナーがすぐに賛同してくれ、その日のうちに自転車で見に行ってくれました。

―――平成15年8月に、まずこのスペイン料理のレストランを含めて3店舗がオープンしたのですね

澤田：住友商事のビルでテナントが空いたフロアの面積は100坪。スペイン料理レストランが必要な面積は30坪ということでしたが、近くにあった日本料理店が進出してくれることになり、残りの70坪を使ってもらうことになった。さらに別の飲食店も近くのビルに進出してくれることになり、3店舗が同時にスタートすることになりました。

―――「人が住んでこそ街」というのが澤田さんの持論です。その意味は

澤田：住むということは、その街の当事者になるということだと思うんです。住めば、愛着が出てきます。淀屋橋ＷＥＳＴにも、いずれは住宅を整備したいと考えています。
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